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宇宇宇宙宙宙でででののの元元元素素素合合合成成成過過過程程程ををを探探探るるる

宇宙に存在する炭素より重い原子核は、星の内部および超新星爆発で合成され

たと考えられる。鉄族までを作るα-過程や e-過程は、素過程としては良く分か

っているが、それらが宇宙のどこで、いつ、どれだけ働いて来たか、まだ定量

的に理解されたとは言えない。鉄より重い原子核を作る s-過程や r-過程に至っ

ては、不明な点だらけである。

そこでさまざまな宇宙・天文観測により、元素合成の歴史を追うことが重要と

なる。隕石の化学分析や宇宙線の同位体測定は、直接的な情報として貴重だが、

サンプルが限定されるので、電磁波を用いた遠隔探査が不可欠となる。中でも

Ｘ線は、光電吸収スペクトルや特性輝線スペクトルの測定を通じ、安定元素の

組成（アバンダンス）測定に威力を発揮している。さらに今後は、不安定核か

らの核ガンマ線の探査が可能になると期待される。このコロキウムでは、そう

したＸ線・ガンマ線観測の手法、現状、および展望を紹介したい。
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